
（別紙３）

～ 2026年3月5日

（対象者数） 11名
（回答者数）

～ 2026年3月5日

（対象者数） 6名
（回答者数）

6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

動画や写真を見てもらい、発達段階や目標

達成までの手順をご家族に伝える

2

ご家族で参加できるイベントの企画と茶話

会の増回

3

こどもの興味関心を広げ、固定化しない療

育の工夫

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

手順などがよりわかりやすいマニュアルの

作成やフローチャートの整備、職員のため

の訓練等の必要性

2

次年度入園を予定している児童や招待して

いただいた園の卒園児が参加することで、

感情の広がりや気持ちの言語化につなげて

いく

3

○事業所名 児童発達支援デイサービスこもれび二十四軒

○保護者評価実施期間
2026年2月10日

○保護者評価有効回答数

2026年2月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　7日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事故対応、災害等の緊急時対応マニュアル

の作成、定期的な訓練等は実施している

が、緊急事態が実際に起きた際の職員のス

ムーズな対応の必要性

災害時を想定した緊迫感のある訓練の実施

全職員による災害時の行動の熟知

地域の子どもたちとの交流

今年度も地域の幼稚園から発表会や運動会

にご招待していただいたが、全児童の参加

が難しく人数制限をし参加させていただい

た

言語聴覚士の配置

言語聴覚士の研修を受け、こどもの興味関

心の持てるツールを使用することで楽しく

言語発達に向けた療育に職員全員が携わる

地域の保育園や児童相談所、相談支援事業

所との連携

家族支援の充実

レスパイトケア、ピアサポートの観点か

ら、通所日の相談の柔軟な対応や保護者会

の開催

広いスペースを利用した運動療育 指導員と共にアスレチックやハンモックな

どの感覚運動に取り組み、力の調整や体幹

の強化に繋げるとともに、仲間との取り組

みにから協調性や社会性を身につける

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

児童発達支援こもれび二十四軒
公表日 　　　　　2026年　　　3月　　　日

利用児童数 　2026年　3月　6日　10名 回収数 8

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 6 2 1

活動をしている様子を見たことがないので、

今度みてみたいです

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 9

適切かはわかりませんが、いつもよく見ても

らっています

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

9

トイレや玄関などにも段差などはなく、歩き

やすかったと思います

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
9

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
9

子どもに寄り添い、その上で手厚い支援をし

て下さっていることが子どもを通してよくわ

かります

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
9

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。

8 1

こどもに状態にあった支援や計画を作っても

らっています

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。

8 1

いつも相談にのってもらっています

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 9

子どもの様子や困りごとなどをよく見て

下さっていると感じます

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
7 2

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
8 1

交流の機会があるのかがわかりません

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
9

契約の時、丁寧に説明をしてもらいました

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 9

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

9

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
9

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 9

トイレトレーニングや偏食のことで相談にのって

もらっています

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 9

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

6 3

兄弟向けのイベントがあるのかがわかりませ

ん

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

9

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
8 1

ラインや手紙、また交換ノートなどを活用し、その

方に合う伝達方法でお伝えするよう心掛けておりま

す

札幌市の研修案内や相談事業所からのおすすめイベ

ントなどを保護者宛てに配布しております

面談や連絡ノートを活用し、情報共有しております

が、最近ではラインでのご相談も多く受けておりま

す。引き続き気軽に相談できる体制づくりを整えて

参ります

・ご意見ありがとうございます

ご希望があった際は支援終了後などに、ご自宅で面

談させていただくことあります

・ご意見・ご感想ありがとうございます

今年度もご家族揃って参加できる企画を計画してお

りますので、たくさんの方に参加していただけると

幸いでございます。

支援計画と共に療育スペースや教材を見ていただき

ながら説明しております

事業所名

ご意見を踏まえた対応

・ご意見・ご感想ありがとうございます

事業所内のご見学希望はいつでもご相談下さい。今

後は懇談なども検討致します

・ご意見・ご感想ありがとうございます

適切とはいえませんが、活動中は声を掛け合い、目

が行き届くよう配慮しております

・ご意見・ご感想ありがとうございます

全てバリアフリーとなっております

玄関やトイレなどの段差はございません

保

護

者

へ

の

説

明

等

必要時はパーテーションで区切るなどし、工夫して

おります

・ご意見・ご感想ありがとうございます

特性や障害についての研修などを通して、専門家の

ご意見をいただきながら支援しております

必要に応じて、個別の支援や援助を行っております

・ご意見・ご感想ありがとうございます

面談を行い本人の希望また保護者のご意向をもとに

6 ⃣カ月ごとの見直しを行っております

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

迅速に対応できる体制を整えておりますが困難ケー

スなどの場合は保健師や相談員に相談することもご

ざいます

・ご意見・ご感想ありがとうございます

情報共有を密に行い、支援内容、支援方法を設定し

ております。今後もライフステージに合わせた移行

支援や家族支援を行い本人とその家族が適切と感じ

られる支援を行えるよう尽力して参ります

・ご意見ありがとうございます

職員間での意見交換や研修に参加し、資質向上を目

指しております

・ご意見・ご感想ありがとうございます

地域の幼稚園の発表会や運動会に招待していただい

ております。また定期的に区内の児童会館へお邪魔

し、子供同士の交流の機会を持つことができていま

・ご意見ありがとうございます。

ご契約時や面談の際に詳しくご説明させていただい

ております

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

8 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 8 1

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

7 2

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
8 1

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
8 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
8 1

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 9

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 9

こもれびの通所日を楽しみにしております

29 事業所の支援に満足していますか。 9

通所日を増やしてほしいです

・ご意見・ご感想ありがとうございます

遊びを通して学びにつながる療育を日々模索してお

ります

・ご意見・ご感想ありがとうございます。

今後も安心できる環境づくりに尽力して参ります

毎月ブログの更新も行っているので、ご家族に今ま

で以上に伝えていく必要性を感じます

個人情報を保護するため、鍵付きの棚で保管してお

ります

月に1度の避難訓練の他、日頃から避難場所へ散歩

に行くなど、こども達に対する周知も行っておりま

す

非

常

時

等

の

対

応

マニュアルの作成や受診先またご家族の就業先の変

更などの確認を定期的に行っております

保

護

者

へ

の

説

明

等

満

足

度



（別紙５）

児童発達支援こもれび二十四軒
公表日 　　　　　年　　月　　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 〇
年齢や特性に配慮し、必要時はパーテーショ

ンで区切る等し工夫しております

放課後こどもの人数が多くなる時間帯では、

更に配慮していく必要があります

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
〇

配置上の問題はないが職員の休みが出ると、

安全を守る事や送迎に支障が出ることがあり

ます

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

〇
動線をわかりやすく色別しております

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
〇

遊具の収納スペースができたことで、安全面

が向上していると思います

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
〇

個室がないため、パーテーションで区切って

対応しております

クールダウンできる静かなスペースの確保を

検討していく必要があります

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
〇

外部研修や毎月の事業所研修また地域会議に

参加し、業務改善につなげおります

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
〇

アンケートや面談を通して貴重なご意見を踏

まえ、事業所内で話し合い業務改善につなげ

ております

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
〇

朝・帰りのミーティングなどで意見交換する

時間を設けております

日々の業務に追われがちですが疑問に思った

事や、意向などを話せる場や環境づくりを今

後も行っていきたいと思っております

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
〇

機関支援などを通して、助言やアドバイスを

いただいております

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
〇

事業所の合同研修や各事業所研修を月1度開催

しております

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 〇
支援プログラムの見直しを行い、公表してお

ります

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

〇
5領域の基づく具体的な支援内容やアセスメン

ト方法の研修を行い、PDCAを踏まえた計画

を作成しております

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。 

〇
保育士や子育て中のスタッフの意見、保育所

指針を参考にするなどし計画作成につなげて

おります

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
〇

子どものペースに合わせた就学準備支援、ま

た年齢や特性に合わせた計画作成を行い、職

員に共有しております

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

〇
アセスメントシートや保健師に相談すること

で、発達年齢の指標として保護者と共有して

おります

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

〇

ライフステージに合わせ、環境が変化しても

安心して生活できるよう必要な力を段階的に

育みむ支援内容に設定しております

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 〇
チーム全体で話し合い、レクや個別課題を決

めております

5領域を取り入れた活動プログラムをチームで

考えて参ります

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 〇
季節の行事や食育を取り入れたり

必要時はインターネットを利用することで、プロ

グラム内容が固定化しないよう工夫しております

事業所名

環

境

・

体

制

整

備

業

務

改

善

適

切

な

支

援

の

提

供

事業所における自己評価結果公表



19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
〇

集団活動では農業体験やBBQ、個別活動では

ハンモックや制作活動などを取り入れており

ます

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

〇
事務作業や制作などを職員で分担しておりま

す

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
〇

送迎後や次の日の朝のミーティングにて情報

共有や振り返りを行っております

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
〇

こどもの様子や変化を毎日記録を取り、ここ

ろの裏側を推測しながら改善につなげており

ます

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
〇

6か月に1回それ以外にでも必要に応じて見直

しを行っております

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
〇

児童発達支援管理責任者がサービス担当会議

や、モニタリング訪問に同行させていただい

ております。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
〇

受診先の紹介、必要時は受診同行させていた

だき支援体制を整えております

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。

〇

定期的に園や学校での様子を共有させていた

だいております

ライフステージに合わせた移行支援を行い今

後も情報共有を図ります

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
〇

保護者同意のもと、書面で情報提供や訪問さ

せていただき共有させていただいております

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。
〇

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。
〇

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。
〇

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。
〇

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
〇

園の運動会や発表会に参加させていただいて

おります

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
〇

送迎時や連絡ノートで共通理解のもと支援を

行っております

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

〇
適時、研修や動画などの情報提供また茶話会

を開催しております

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
〇

契約時に読み合わせをしながら、丁寧に説明

するよう心がけております

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

〇
半年に1度、必ず事業所に足を運んでいただき

面談を実施しております

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
〇

原案、別表、半年後の評価の説明と同意を得

た上で計画を作成しております

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
〇

面談の他、茶話会などに参加していただき、

子育ての相談などの対応を行っております

保
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者
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31

機関支援やおがるの研修を通して、助言やア

ドバイスをいただいております

28



39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

〇

3事業の合同の行事を開催し保護者やご兄弟も

参加できる場を提供しています

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

〇
送迎時や連絡ノートまたラインでの相談には

すぐに対応し、必要があれば面談も行ってお

ります

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。

〇
活動の様子を写真で見ていただいたり、ブロ

グで公表しております

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 〇
書類等は常時、鍵付きの棚で保管しております。

HPやブログの公開では個人の情報が漏洩すること

がないよう細心の注意を払っております

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
〇

連絡ノートやライン、送迎の際に情報を共有

している

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
〇

ゴミステーションや横断報道の雪かき、滑り

止めの砂まきなどを行っております

今後は事業所で開催するイベントなどへ招待

も視野に入れて参ります

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

〇
研修や訓練を通して、職員周知しております

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
〇

各ご家庭に災害時における基本情報シートの

記入をお願いし、それに基づき避難訓練を

行っております

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
〇

ご契約時に状態の聞き取りや薬情をいただく

と共に、通所時の状況や変化についても注意

深く確認しております

今後も心肺蘇生法や応急処置の方法を学ぶ機

会を設け職員周知を行って参ります

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
〇

・必要時は受診同行させていただき、事業所のマニュア

ルを作成し、職員の見えるところに掲示しております。

また、初めて食べるものが事業所ではないよう、ご家族

と確認しております

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
〇

年間を通して、安全計画の作成、毎日の安全

点検を欠かさず行っております

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
〇

個別避難計画の作成と同意により、ご家族に

周知しております

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
〇

事業所間で話し合いを行う他、全事業所の管

理者にも共有し再発防止に向けた対策を行っ

ております

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
〇

虐待防止委員の選出、委員会の発足、また外

部コーチを招き職員の虐待に対する知識、理

解を高めております

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

〇
・緊急性・一時性・非代替性のためやむを得

ない場合は保護者の同意を得て計画書に記載

しております
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（別紙３）

～ 2026年3月5日

（対象者数） 24名 （回答者数） 11名

～ 2026年3月5日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

児童発達支援管理責任者のリハビリの同行

により、ご家庭との共通支援やセルフケア

が行えるようになる

2
教材や療育グッツを増やし、療育内容が固

定化しないよう工夫する

3 活動レベルや年齢別の療育時間を増やす

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

来所が困難なご家庭に向け、ブログ公開日

のご案内また写真、動画などの配信を行う

などの対応を検討

2
パーテーションの利用に加え、イヤマフな

どを活用する

3

○事業所名 放課後等デイサービスこもれび二十四軒

○保護者評価実施期間
2026年2月10日

○保護者評価有効回答数

2026年2月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　6日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者への情報発信力の弱さ 通所時の様子や療育の流れのアピール不足

個室の確保

音の過敏性やクールダウンが必要になった

際の静かで落ち着けるスペースの確保が難

しい

相談支援事業所や医療との連携

医療機関への紹介や受診同行によりこども

の成長と発達を促すケアのポイントや状態

の把握がいち早くできるとともに質の高い

療育につなげることができる

言語聴覚士の配置
言語聴覚士の研修を受け、言語発達に向け

た療育に職員全員が携わる

広いホールを利用した運動療育

サーキットやキャッチボールなどを通して

操作性の向上や、手・足・目などの協調運

動に取り組む

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

放課後等デイサービスこもれび二十四軒
公表日 年月日

利用児童数 2026年　3月　6日　　24名 回収数 11

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 8 3

目的に合わせ、運動スペースと学習スペースが区

切られているのでわかりやすいと思います

今度、活動の様子を見てみたいと思います

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 5 1 5

適切かどうかはわかりませんが、子ども

の様子をよく見ていただいております

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

10 1

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
11

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
11

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
11

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

10 1

こどもに状態にあった支援や計画を作っても

らっています

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

9 2

計画に原案を丁寧に説明していただき、

適切な設定だと思います

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 11

子どもの様子や困りごとなどをよく見て

下さっていると感じます

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
11

子どもが毎月のレク表を楽しみにしてい

ます

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
8 3

交流があるのかもしれないけれど、いつ

しているのかがわからない

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
11

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
11

丁寧に説明してもらっています

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

11

以前、支援学級についての研修や歯磨き

講習にも参加させていただきました

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
11

面談や送迎時にお話しを聞いてもらって

います

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 11

外ではできていることが、自宅ではできないとい

うことも多く、対応方法等を相談させていただく

ことも多くあります

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 11

子どもの気持ちに寄り添って支援していただいて

いると思います

どの先生も丁寧に相談に乗ってくださり感謝して

います

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

8 3

兄弟向けのイベントをやっているかはわ

からないです

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

11

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
11

連絡ノートや送迎時に相談させていただ

いています

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご契約や面談時に詳しくご説明させていただいてお

ります

・ご意見・ご感想ありがとうございます

支援計画と共に療育スペースや教材を見ていただき

ながら説明しております

・ご意見・ご感想ありがとうございます

札幌市の研修案内や相談事業所からのおすすめイベ

ントなどを保護者宛てに配布しております

ラインや連絡ノートに記載がある場合にはなるべく

その日のうちにお返事するよう心掛けております

・ご意見ありがとうございます

ご希望があった際は支援終了後などに、ご自宅で面

談させていただくことあります

・ご意見・ご感想ありがとうございます

どの職員もこどもやご家族の気持ちに寄り添い、療

育し、小さなことにも相談に乗る体制を整えており

ます

・ご意見ありがとうございます

収穫際などのイベントでは、ご両親やご兄弟また祖

父母様にも参加していただいております

・ご意見・ご感想ありがとうございます

ラインや手紙、また交換ノートなどを活用し、その

方に合う伝達方法でお伝えするよう心掛けておりま

す

迅速に対応できる体制を整えておりますが困難ケー

スなどの場合は地区担当の保健師や児童相談員に相

談することもございます

事業所名

ご意見を踏まえた対応

 ・ご意見・ご感想ありがとうございます

視覚に入りにくい場所では、職員同士が声を掛け合

い療育に当たっております

・ご意見・ご感想ありがとうございます

支援員の人数は少ないかもしれませんが、1人ひと

りに声掛けし関わるようにしています

全面バリアフリーとなっております

絵カードなどを使った視覚的な配慮や動線をわかり

やすく見せることで混乱しないよう配慮しています

ミーティングを行い支援内容やレクのチーム決めな

どにより本人の強みが発揮できるよう設定していま

す

 

・ご意見・ご感想ありがとうございます

面談を行い本人の希望また保護者のご意向をもとに

6 ⃣カ月ごとの見直しを行っております

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

・ご意見・ご感想ありがとうございます

情報共有を密に行い、支援内容、支援方法を設定

し、今後も丁寧な支援を心掛けて参ります

・ご意見ありがとうございます

職員間での意見交換や研修に参加し、資質向上を目

指しております

・ご意見・ご感想ありがとうございます

サーキットやお金のつかみ取りゲームなどを企画

し、楽しく感覚運動や計算に取り組む工夫をしてお

ります

・ご意見・ご感想ありがとうございます

幼稚園の運動会に参加させていただいたり、定期的

に児童会館で地域のお子様と関わらせていただいて

おります

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

11

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 11

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

11

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
10 1

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
10 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
11

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  11

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 11

毎回楽しく通所させていただいておりま

す

29 事業所の支援に満足していますか。 11

支援には満足しています。もう少し茶話

会の回数を増やしてほしいです

個人情報が記載されている書類は全て鍵つきの棚で

保管しております

年に1回の交通安全教室、感染症・アレルギー・誤

嚥に対する対策や職員周知を定期的に行っておりま

す

月に1度の避難訓練や季節に合わせた歩行訓練など

を行っております

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

・ご意見ありがとうございます

今後も本人またご家族が安心できる環境づくりに尽

力して参ります

茶話会の増回も検討します

マニュアルの作成や受診先またご家族の就業先の変

更などの確認を定期的に行っております

通所開始時は不安や緊張感もあると思いますが、指

導員や仲間の見守りのもと今後も安心して通所でき

る環境を整えて参ります

・ご意見・ご感想ありがとうございます

今後もお子様が楽しく通所でき、意欲的に参加でき

る活動を提供させていただきます

計画作成のほか、リスク管理や事故やケガを想定し

た上で活動場所やチームの取り組みを行っておりま

す

保

護

者

へ

の

説

明

等

毎月ブログの更新も行っているので、ご家族に今ま

で以上に伝えていく必要性を感じます



（別紙５）

放課後等デイサービスこもれび二十四軒
公表日 　　　　　年　　月　　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 〇

年齢に応じて時間帯や活動スペースを分けて

支援しております

放課後こどもの人数が多くなる時間帯では、

更に配慮していく必要があります

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。
〇

送迎時は職員不足になりやすいが、活動内容

の変更や職員間で声掛けを行い職員配置の工

夫を行っております

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

〇

動線をわかりやすく色別しております

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
〇

遊具の収納スペースができたことで、安全面

が向上していると思います

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか。 
〇

個室がないため、パーテーションで区切って

対応しております

クールダウンできる静かなスペースの確保を

検討していく必要があります

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。
〇

外部研修や毎月の事業所研修また地域会議に

参加し、業務改善につなげおります

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
〇

アンケートや面談を通して貴重なご意見を踏

まえ、事業所内で話し合い業務改善につなげ

ております

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
〇

朝・帰りのミーティングなどで意見交換する

時間を設けております

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
〇

機関支援などを通して、助言やアドバイスを

いただいております

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
〇

事業所の合同研修（年4回程度）や各事業所研

修を月1度開催し、職員の資質向上につなげて

おります

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  〇

支援プログラムの見直しを行い、公表してお

ります

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計

画を作成しているか。

〇

5領域の基づく具体的な支援内容やアセスメン

ト方法の研修を行い、PDCAを踏まえた計画

を作成しております

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責

任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

〇

学習支援について、前職で教員やくもんに関わる

業務についていた職員からの意見やアドバイスを

参考に計画作成につなげております

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援

が行われているか 。
〇

支援計画の確認と現状把握に努め、支援の方

向性を検討し、職員周知致します

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

〇

アセスメントシートの活用や学校からの聞き

取り内容などの確認と見直しを行っておりま

す

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

〇

小学校→中学校、中学校→高校などライフス

テージに合わせた各機関との連携や就労体験

等に同行しております

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 〇

チーム全体で話し合い、レクや個別課題を決

めております

5領域を取り入れた活動プログラムを今後も

チームで考えて参ります

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 〇

季節の行事や食育を取り入れたり

必要時はインターネットを利用することで、プロ

グラム内容が固定化しないよう工夫しております
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事業所における自己評価結果公表



19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
〇

ガイドラインに沿って計画作成を行う

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

〇

事務作業や制作などは職員で分担し、個人の

負担とならないよう配慮致します

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
〇

業務の都合により、朝のミーティングにて情

報共有や振り返りを行っております

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
〇

こどもの様子や変化を毎日記録を取り、ここ

ろの裏側を推測しながら改善につなげており

ます

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
〇

6か月に1回それ以外にでも必要に応じて見直

しを行っております

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行っているか。
〇

特性や成長に合わせた活動を取り入れ段階を

積みスモールステップで支援しております

子供たちの興味の幅を広げるため、SNSやイン

ターネットを活用しつつ、4つの基本活動を今後も

支援していきたいと思っております

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行っているか。
〇

決められた課題や運動に取り組むのではな

く、選択性にすることで意思決定する力を育

て行動につながるよう支援しております

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
〇

主に管理者・児童発達支援管理責任者が参画

しております

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
〇

ご家族の同意のもと、各機関との連携を図

り、服薬開始の際は状態の確認を共有し合

い、職員で周知しております

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時

刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）

を適切に行っているか。

〇

ご家族や学校から年間や習慣の予定表を共有

させていただいております

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
〇

卒園後も電話連絡や訪問させていただきなが

ら引き続き情報共有を行っております

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。

今年度、該当する児童はおりません

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
〇

機関支援やおがるの研修を通して、助言やア

ドバイスをいただいております

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す

る機会があるか。
〇

こども食堂への参加や定期的に児童会館での

交流を行い、関わりの機会を設けております

今後は更なる情報発信の強化を図って参りま

す

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 〇

管理者が中心となり、協議会や地域部会に参

加しております

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
〇

適時、研修や動画などの情報提供また茶話会

を開催しております

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。 

〇

日頃から研修会や父母会などの情報提供を支

援しております

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
〇

ご契約時また半年に1度、必ず事業所に足を運

んでいただき面談にて丁寧に説明させていた

だいております

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

〇

ことばでの表出が困難な児童では、きもち

カードや交換日記などを活用しております

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
〇

支援計画原案の説明と同意を得たのち、計画

の説明をさせていただいております

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必

要な助言と支援を行っているか。
〇

送迎時や連絡ノートまたラインでの相談には

すぐに対応し、必要があれば面談も行ってお

ります
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40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。

〇

3事業の合同の行事を開催し保護者やご兄弟も

参加できる場を提供しています

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に

対応しているか。

〇

送迎時や連絡ノートまたラインでの相談にはすぐに対応

し、必要があれば面談も行っております。管理者会議で

解決に向け協議し必ず記録に残しております

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。

〇

書類等は常時、鍵付きの棚で保管しております。

HPやブログの公開では個人の情報が漏洩すること

がないよう細心の注意を払っております

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 〇

書類等は常時、鍵付きの棚で保管しております。

HPやブログの公開では個人の情報が漏洩すること

がないよう細心の注意を払っております

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
〇

連絡ノートやライン、面談などそのご家庭に

合わせた伝達方法の配慮を行っております

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
〇

ゴミステーションや横断報道の雪かき、滑り

止めの砂まきなどを地域の方と共に行ってお

ります

今後は事業所で開催するイベントなどへの招

待も視野に入れて参ります

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

〇

研修や訓練を通して、職員周知しております

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
〇

各ご家庭に災害時における基本情報シートの

記入をお願いし、それに基づき避難訓練を

行っております

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
〇

ご契約時に状態の聞き取りや薬情をいただく

と共に、通所時の状況や変化についても注意

深く確認しております

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
〇

・必要時は受診同行させていただき、事業所のマニュア

ルを作成し、職員の見えるところに掲示しておりますま

た、初めて事業所で食べるものがないよう、ご家族と確

認しております

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
〇

年間を通して、安全計画の作成、毎日の安全

点検を欠かさず行っております

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
〇

個別避難計画の作成と同意により、ご家族に

周知しております

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
〇

事業所間で話し合いを行う他、全事業所の管

理者にも共有し再発防止に向けた対策を行っ

ております

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
〇

虐待防止委員の選出、委員会の発足、また外

部コーチを招き職員の虐待に対する知識、理

解を高めております

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載しているか。

〇

・緊急性・一時性・非代替性のためやむを得

ない場合は保護者の同意を得て計画書に記載

しております
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